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きのくに活性化センターが，没，'/されて 3年 11 を迎えました。 昨年は dîll汀

村の委託ポ業を小心に、持地の地域づくりやíhづくり '11業を支段し多くの

成果をあげることができました。 このように、順調に事業を進めることが

できましたのも、和歌山大，';:: きのくに間性化支段センタ ーをはじめJ山城の

関係機関の円峨/;の温かいこぷ恨の賜物であり P/ く感謝巾 し上げます。

きのくにili 'I"I:. 化センターは紀ltzj地域における初めての産宮古のjili別組織であります。 これまで、紀

l討に大学がなく 、 また、和歌山大学も近くて述い仔 (1:でしたので、応山学の述抗は大変難しいと，思っ

ておりましたが、きのくに活性化センターにおける和歌山大学の前倒的な取り組みとその活動は、地

域社会にμ |断しようという1/}列がひしひしと伝わり大学に対するイメージを大きく変えました。 |作作

10) J 、干11 :~，政 111 大学フォーラムが1 11辺の地で|抑制!されま したが、 不11 枇 11 1大半と 地域との述抗が大きなテ

ーマであり ました。 今年の 11 J 1 にはIT総合センター |刈に和歌山大γ:サテライ ト キャンパスのオープン

も予定されております。 そうしたことから、手11:政 11大学が今後ますます身近な存在となり 、 紀南地域

のパー トナーとして大きな役;1jll を県たしていただけるものと!YJ1.'fしております。

広域合{)1:、 1 Y:i ì''iII IU} まで IJH .iI11した 111速道路、í!削!f 11, j且の "qy.j山中{'t~)~などわたしたちをrrx り在く開J}l

が大きく交わりつつありますいイ以下も、政|係機|見|の何様方とより • !\yi .ìl引jt を 1>4 りながらきのくに1fi 'I~I;.

化センターの辿常に努めてまいりたいと咋じますのでよろしくお仰い、 1 1 1 し kげます 、

紀南を[循環型社会j のモデル地域に
和歌山大学きのくに活性化支援センター長 中村 太不11

きのくに爪性化センター・日-性化支援センターが設立されて 2"ド近くな

りました。 この |川 「生徒がj't:; ' I=. :こ どもパソコン投宅J r新日川辺広域市

111 ] 付閤テレトピア計画j など さまぜまな事業に山り制lみ、紀 I'H地域で、ある

h
t

制

、弘
鉛
F
V

>;J' 

ノJれ度のけj ü.;~7r\を料る ことカ ;Il\~とたと 141 っています。

今年度は PII歌山大学のプランがえ: it~科学行の地域同献特別支ti1・H来に採択され、 I さのくに J 121 係

で I地域I^J 資源侃邸システム附築~ft進プロジェクト j が進行'1 1です。 民林業をベースに地域内で)JfiJJí(

を循環させ、 ríllîf~'!型社会J のイメージを 1 1 に見える ) 1ヲで提ポしよ うというものです 熊町川 IIITでは「菜

の化エコ プロジェク ト j を逃め、 111 : {下 水にはmf1ill lをバイ オディーゼノレ燃料にね辺するプラントを刷J山

に設定i してイ J機出家のトラクターがノ tイオ燃料で動いています。 仙のr'l 治体でち 、 マイカーを公共交j国

として利川する fみんながタクシーj 、製樹ベースの資源循環など5つのプロジェクトが進行rllです。

紀南は本米、多械な向然、資源、出史 - 文化辿泌を持つ22かな地域です。 その l~Í j/Jjlを活かしながら紀

|判を「術開明社会J のモデル地域にしたいと思っています。 門械/iのご |出力をお胤il 、いたします。
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きのくに活性化センター後援事業

横手吸盤議参ク'MJト
体験議海事裁を急務之JTZ

きのくに活性化センター研究員

平日数山大執っf院経済学部研究科1削 J)Lj JI! 糾

2回 J J となった、 I'i・ N~川 111 [、J-:) J:地区での Jl iJ ・H

業ですが、今年!立ち 1 OJ 1 ~くから 1 1 rJにかけて

多 くのfll :欣 11 1 大乍慌が IJ ，州川 11 1]" に 行き、十rh (ｭ

/"長業のお F(Ä い を し ました u こ の慌fは地点

メディアにも多く取り 1 :げられました = 今川は、

伽1人参加!とともにゼミ単{\!での参JJII (Ìí型もあり、

それぞオ1)1)( 花、秋祭りで、のwわピなどを子伝う

とと もに、、|リ j:!山 iベの秋討をり())もち まきに 参

加 l したり 、 I I 00J 地 lズにある i七日IJìû大学i貨問林を

比学させていただいたりと峨々な体験をしま

した

そして，*11: /立の事業経に、参加予'I :_ ß[lj からのJH摘があった交えnアクセスやj山 I乙の人たちとの

交流という川起を解決するために、今 Inl は紀(j l- III 辺 !収ま で'， L!: I I i.を千IJ JIJ 、そこカ‘ら は 1削n地であ

るぼたん刊の 11.:で送迎してちらうんi去をとりました匂 ま た必流 ' 1 f.;I~では、十 j 卜 J山|ベは柚 fの似

位以 \l~!gJであ る ために忙 しく、 7:.1.と())交流が '))It しいと 'I~IJ 1m し J由江 I Jj J~~川 111j I t I 11 I什と一緒に作

業を行うことで、 地元と ω交流を深めました 11 îJ 年代で lei-iドトtf L1のほとんどが hli ( ~J( 陸作業を

するのがはじめてという ことちあり、 HIt ちはずみ大変楽しく作業をすることができ ました ま

た今後11'1 えるであろう tll l (-/~γまの {r:J的化による悦阿川!叫によヤソL とともに以り店Ilむ良いきっカ‘

けになったと Jιいます\

今後の恒常民間として は 、 -llミをill1して 1111 {/:~.ぷの作業に JRjわる計 Ill ij や、ゆず平井婦人自JI の

製品を大ワザI=. が千11 歌山 tli U)ぷらくり丁尚'l'U.hで販売するという，lIïl1lj が山て l I ますa このように

地域と大学 '1:_が、 f吉岡

!'I~に交流を深め、これ

らの IJ ~ ~~をさっカs けーと

して γ: 'I:_ が1' 1 分の調宵

liJf究、活動フ ィ ールド

を椛 ιすることがそれ

ぞれのスキルアップに

つながるととちに、地

l戒にとってら ~I:常に(J

広義なことだ、と在、は

考えています



i[i~II~l(.J&'Mtll~lii'l(.llld_一一-ζ 十 γ-一一第7号 I

フォーラム紀南2 1 から

I捜野歯進世界遺産登録と広域蜘
横浜|JH41!大学 |制学部
貿易1m光学科教授 羽田耕治氏

「熊野古道世界遺産登録と広域観光j をテーマに、第7回フォーラム紀南21 (主催:フォーラム紀南21 実行委員会/

田辺広域商工振興連絡協議会)が平成15年 11 月6日(木)、ガーデンホテルハナヨで開催されました。

第一部と して横浜商科大学商学部貿易観光学科の羽田耕治教授が講演。第二部のパネルディスカッショ ンでは、 和

歌山大学経済学部の鈴木裕範助教授がコーディネーターを務め、泉正徳本宮町長、 長砂充敏中辺路町長、 立谷誠一白

浜町長の3町長と「熊野古道J を世界遺産に登録するプロジェクト準備会の小野田真弓代表をパネリストに、 熊野吉

道の世界遺産登録をきっかけとした地域づくりについて討論しました。

今回 rNEWSきのくにj では、羽田耕治教授の星調講演の要旨をご紹介します。

今 、 fI}~光を通した地域づ. くりが大きな問題になっ 制光業者の方だけではな く、 一般住民のんの1関わっ

て い ますむ この紀南地域で、は、熊野内迫の一11 1:界辿 1M": て い くことが大切です。 円分の地域の光り削i くもの

管録とそれを契機とした広域rm J'乙をどういうふうに を倍き 、地域が御き 、 人がi担11 く 、 そういう 地域づく

推進していくかということが市要だと思います。 りをしていくことが、 lrJ~九を過した地域づくりとい

熊野 1 1 i迫の場介 、 見て学びながら歩くと いうサイ うものだと思い ます。 つま り 、 観光を通した地域づ

トシーイングベリのlîJUC;になります。 このような型の くり の主人公は、 ー般件民の皆さまなのです。

旅uは、 2t，~iJ~r3bliißí4括的「を転々と|旦|るわけですから 、 20 11三、 3 0 1 1 ~前に比べると、 旅行に間発に出かけ る

Jl':域でよ!巨慌しないと怠|味はないということです。 広 |時代で、旅行に IH かけるこ とが栂めて当たり 前にな

域間光を推進する ということ =広域で辿抗する、広 っています。 また 、 両齢化が進み、 旅行経験が思白

域の辿慌を強化するという こ とです。 になってきていますり そんな巾、 いかに感動するか、

熊野 1 1 i 道を r~1心とした広域ÎIJ~光に取り組んでいく 感動させられるかが制光にと っ て市要になってきて

ときに、広域観光州:進剤l織をきちんと考ーえなけれは. います。 地域の自然、 服史、文化な ど、「なるほどJ

いけ ません。 現在 111 Jld広 J或のそれぞれの市 111 ]"村に矧 と感じてもらう、抱いて も ら うということが非常に

光協会はあります。 これか ら の検汀課題かと 思い ま

すが、 それぞれの市町村 にある縦光協会をどうする

かという fIれよこの広域間光J住進組織づくりの I;/'，~)芭

が 1+\てくると思います。 i既存のntl1光協会がそのまま、

あるし、は、 ー紺 にな っ て対凶できるかどうか。 少し

疑問の ltii もありますの

観光というのは、 プロの袋奈が嬰ぶされます。 また、

一方で一般性民の参凶iが不可欠となるでし ょ う ο そ

大きな~1~にな って い ま す。 市 に景色のいい ところ

を制て旅行者が満足する |時代は終わりましたc 旅行

荷の知的好奇心を刺激する ように 、 地域自然やJ: 1~

文化の13 lHiづけを ~~-I 介 し た り、 Ijj来なり奥な り 衷な

りをMlせていくこと c こ オ1がで、き る かどうかが地j!!)(

の 1問先の大きな分かれj1J に なっ てくるのではないか
と立川、 ますの

J~i存、、 「スローライ フJ とか I スローフード j 、あ

ち そ も 「観光J とは、甘の iflj可の言葉で flぷ|の光を制 る いは f スロ ーツー リ ズム j 、変・す るにのんびりと

る J 、 r I主|の光を倒せる J と い う怠l床です。 他国の~I ・ 地域の白然なり生前文化なり人情なりに触れながら

常にすぐれた ;jìlJI交・文化をむlに行く 。 逆に 、 1;11ゼ| の 旅行することへのぶ l~rJ が向ま っています。 熊野古道

すぐれた制度・ 文化を紹介する 。 これが「制光J の を楽しむ、 紀出の制光を来しむというときに、この
組制です3 ですから、す ぐれていると いうようなもの 地域た、からこそ、のんびりゆったりとした楽しみ方

をいかに瞬き光らせて紹介するかということが、 地 ができますという t情報発信をし、 あるいは、これが 「熊

域において観光というものを身えるときの県本です。 昨ツーリ ズムj だとい うこ とをも っ と，先り込んでも
外の人に対して訪りがJ守てる地域をつくるときに、 もいいのではないでし ょう かり
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(Uj究室からl
教育学部 笠F51E3??守S2P5タ3PLL宜主!

払の 1.1).J父は社会学ですが、そ られたエコミュー ジアムの符え /jは、呼門家カlq 1心になって

の'1 1 でち知“主任会予と い うのが fi~'J ~物になるものを偽物fil'fに収 q~ し )J!l ，[;すろという考え店と

jJF院'l~n!iI \::iJ'らの場円分野です Il迫って、 EミノJ~物は ~~A~あるべき 11 然や午jお~境の"1 に ii'iか

これまで l，ij.I"J織の社会的役;別な れるちのと考え、また、地域の 1I 然や'I:j，f;f\;'l~立をエコミュー

どについての ，，'1 ri 研究をしてき ジアムということで4148utばしてみようといういうちのです。

ましたが、このような研究テー このようなエコミェーシアムωff え万は、 1960年代にフラ

マと、lf( 1 j して和歌山にきて始め ンスで成なしたものですか.jd近、 11 ~，でむ地域住民が、11 ・Jí

和政LlJ大学
ることになったもう一つの liJf )~ 行 となる 新たな地域づくりの 11:掛けとして rtll ~れるように

教宵学部助教慢 テーマが、 I11出 II\J1i!TI (こ |対する t- I ・ なって い ます。名地でuわれるようになっている地Mt1~jí( の

米川煩司 会予的 tilf'5~ です。 このf;UtH I:会 I l iJô~~ と か"地域の乍似し"とかは、 J二コミュージアムの .:~.

tjfl土、 J白川で時段保諸活動をし え /j(ニ jill じるものです。

ている大勢の rlHえや住民の万守と:1\会うことてテーマにする エコミュージアムの主人公ば地J!，~の 'I: r，~- ?fである住民ですが、

ようになったちのです。 ここでの 1，Ij.門殺の役訓{士、地M(I [~のパートナーとしてエコ

白l耳XIII に米て、現代社会における知訴の呼門性や専門分化 ミュージアムの設。:・ .illi.;:~.を ld必ずるというらのです。

の.w.jf( と Imtfを考え、その・万でj也j戒における環境11\))遁を考 彩、は、 f紀伊半島にエコミュージアJ、を! J ということで、

えるなかで、少し Ijíjかん況になっていたのがエコミュージァ っそ |人!の先生/iや学外の/j とチームを~:Ilみ、 J!lll:その・口として、

ムという巧え /jです。"エコ ー はエコロジーのエコで“ミコ iìil t.1 1 1 十!の(1:氏のんー々や役J~~ の /j 々と Htq し fT ってエコミュージ

ージアム"は 。7うまでちなく 1'，1) 物川という/J. II~、でのミュージ アムづくりに l ílJ けた1[:.1. 1) 市1 1.み tr!Aíì めています。

アムですコこのエコロシーとミュージアムとが(1)えされて れ11

、、 ~大場輔、世界遺産アロジ墨タトN
地域はいま

.. ー
大経村世界辺産ブロジェク卜会長 谷，- ， 不I同封

、

・、
・R、

I 

\斗-.. 〆
kJlï 十Jj1tW;立派プ‘ロ ジムク

トは 111 ・ 1 l 'IO J Hこ大t??付のイ i ，L;

な ' 1'心じ r11 t 'N ;l'UP.!出 M: にふ
さわし~ '，S、るさとを1'1 分たち/)) r，でイ\1' って t 、く j と いう J: 行

のむとに発足したc

J1~M.~1併を 1111近にびかえたケ. r，ょたちは 1'1分たちのfI:む fふ
るさと ， がいったいどうなってしまうのか、という危似を!必

じている" すでに弘たちのふるさ と は尚齢化や少 f化、拭脱
却l といった材、々なr.nt起を抱えている このままでは、私たち

のふるさとがどうしようもタく 3 びれた地械になってしまう
のではないか?子供やイ系にそんなふるさとを伐していっていい

のか?という将来へのヂ'化か払たむを lillf とかしなければJ と

L 、ぅ Jぷいに駆りたてた。このようなら・かで、 r 1"百盟f~~~fo)Ilt W 

，ìûJ慌て~Uが実現しそうだl という川M・持ち l~がってきた。
むとより )(J寄付は IlI: ~，t JU ,m m '，t.地同ではな~ \" しかし. I,q 

i心引 13;・沿いにある鈷Jl JJ也 I!{I.:t l!~!'t.'i j心中辺路ルートの人11

として絶好のロケーションにある ， 後段かの会fTを経て、こ
のjιまれたな地を生かして、も'i 科Hd. : ・鋭')f.サービス・地J!生

物，1i1 IYÆ必の偲J~~ を11"り、 11I:'H iû ，iI を mlll したおI しい地械のlH
9唱をめぎしていこうというプランが私たちの 111祭と してあか

るようになった。
また、払たちは、 ltl 初から ~1 1l1l)J :íï.をあてにするようなこと

は滋け、t'I分たちでできることか・ら始めていこうという 山本

海めを決めた。このために、地l川均Jf(_ IU<必の前段附としての
つりーマーケットの附 HEや、 Ml.ì\.. -tJ ーピス・紡tIHêl~;のお

r;!:1杭としてWEBによる観光t.'J純iの ftl， lなどがアイデアとして

あがってきた。

すでに本プロジェクト/)) I (I¥: 01 ろフ リ ーマーケッ ト は大附

小1 r 11(;型の学校j を会均として J f J 1"1 /))ペースで |対日世されてお
り‘ | 紀 |旬以大のフリーマーケぃノ卜 μ しよう JJ という、11 初の

1 H;，~Iよ j主成さ れつつある ぷらに 1'1分たらI'J身の足で I 'i J.Oを

~よさ、 t山l~i迫;に二ついて7学:んでい、ι二うという f: 行カか‘ら I昨i中ドド4作ド l川lJ 川j に(はま

t小|ド』辺路E町町尚航似(--近2蕗忘|防問l許悶nで j熊象制1野!ザfれ川l'山1付川[υj迫自印it'i1>，1 ウオ 一キングj をフ')~/i縦包

した 今i後を{は土4本五プロシ r クトのi治li!lí動のに I付、.t して厄広:<く魚紀~f雨釘制t地臨}城l或kの

.fIp.角解午を 2求Rめる窓1昧味カか.ら、 NPOi);人へのqJ ~1'iち tH 尚している 。

しかし、勺 mのト1 t:l プランから J7 えれは、程、たちのi;riJUJl.� 

ょう>.，:>くその途についた、というは|れであるい 6) j の 11げよ店内

枚以にむけ、 fl、たん:ま 1' 1 分のM てる }J をMkr震に)UI{ して j山

J必の 7，Íj'!lt:化につとめていく つんりである

~伊集部から~
きのくに活性化センターが級立から2度包の新春を迎え

ました。

rNEWSぎのくにj 第7号では、大写生と地主主の交流とし

て I古座川町繍子収穫ボラバイトj 体験レポートを耳目故山
大宇院生の西川昇さんにぶいていたたきました。また、「研
究室からj では龍神村で住民・行政と↑均値hで f工コミコー

ジアムj プロジェクトを進める革開店!山大学教湾学部のう~回
絢弓助教疫の研究をご紹介しました。

紀筒地方はいま、市町村合併や紀伊山地(高野 ・熊野 ・吉野)
伎界)ùi!霊登録を控え、大きな変化のな力、にあります。紀南
絶滅の活性化のために、これからもさまざまな活動に取り

組んでいきたいと思います。
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